
令和元年度 社会福祉法人セミナー 

～ 社会福祉法人の地域貢献のための各法人の「協働」の形を考える ～ 

 

 

１ 趣 旨    

2017 年の社会福祉法一部改正により、社会福祉法人制度改革がなされ、社会福祉法人のガ

バナンス強化や事業経営の透明性の向上、「地域における公益的な取組」を実施する責務など

が規定されました。 

このセミナーは、社会福祉法人が公益性を有する法人としての使命を発揮し、制度化された

社会福祉事業だけでなく、多様化・複雑化する地域の福祉ニーズに応え続けていくために、社

会福祉法人が地域から求められていることは何か、自分たちに出来ることは何か、今後より実践

していくための課題と展望について議論します。 

 

 

２ 主  催  社会福祉法人富山県社会福祉協議会 富山県福祉カレッジ 

３ 共  催  富山県社会福祉法人経営者協議会 

４ 対 象 者   （１）社会福祉法人役職員・施設長等 

            （２）市町村社協役職員 

（３）県・市町村行政職員 

             ※ 東海北陸ブロックの県社協・県経営協を通じて各県に案内 

５  定  員   ６０名程度 

６ 開催日時    令和元年１１月１２日（火） １３：００～１７：００ 

７ 会  場  富山県総合福祉会館（サンシップとやま）研修室６０２～６０４ 

富山市安住町５－２１   ０７６－４３２－６１４１ 

８ 申込方法等   別紙申込書に必要事項を記入のうえ、令和元年１０月７日（月）までに、 

ＦＡＸまたは郵送でお申し込みください。 

９ 参加決定  令和元年１０月１８日（金）までに、参加決定通知を送付します。 

10 参加料   参加費 ３，５００円 

11 問合せ先  富山県福祉カレッジ教務課  担当 ： 越村 

                富山市安住町５－２１ サンシップとやま２階 

TEL：０７６－４３２－６５１３  FAX：０７６－４３２－６５１６ 

 



＜プログラム＞ 

１２：３０ 受付 

１３：００ 開会 

１３：０５～１４：０５ 基調講演 

演題 「日本初の地域貢献活動  “レスキュー事業”から“しあわせネットワークづくり”へ」（仮） 

講師 社会福祉法人みささぎ会 相談役  奥田 益弘 氏（※大阪府内社会福祉法人） 

１４：１５～１６：０５ シンポジウム 

  演題 「地域共生社会における施設法人と社協の協働」 

シンポジスト  

（１） （福）新川むつみ園 理事・園長  草原 庄一 氏 （富山県） 

   「出張相談＆まちカフェを通じた相談支援及び集いの場の提供」（仮） 

    ・地域内の社会福祉法人の相談員がショッピングセンター内で相談会を開催。 

     相談を受けるとともに、集いの場所の提供。 

    ・障がい者理解等、地域向けの講座を開催。障がい者の就労と生活の支援を実施。 

（２） （福）七尾市社会福祉協議会 地域福祉課長  善端 恭子 氏 （石川県） 

            「社福バスを活用した支援者間の見守り体制構築」（仮） 

             ・デイサービス等の送迎車を活用した、バス停までの送迎。 

             ・送迎時に利用者や地域住民の異変観察と常時からの情報共有による連絡体制構築。 

（３） （福）越前市社会福祉協議会 専務理事  浅井 純一 氏 （福井県） 

            「越前市内社会福祉法人ネットワーク会議での取り組み」（仮） 

             ・市内１９の社会福祉法人による「笙ネット」の取組み 

             ・２つの委員会を設置し、①ひきこもり対策 ②子どもの居場所づくり について実施。 

（４） （福）岐阜老人ホーム 副施設長  枡本 徹 氏 （岐阜県） 

            「ひとり親世帯（生活困窮者世帯）の児童に対する学習支援と居場所づくり」（仮） 

             ・週１回 学習支援コーディネーターと教職経験者、社会人、学生サポーターによる 

              子どもの学習支援及び居場所づくり 

             ・一人親世帯の子どもを対象にした、親以外の大人とのふれあいの機会の提供。 

  助言者         社会福祉法人みささぎ会 相談役  奥田 益弘 氏 

コーディネーター  富山県福祉カレッジ 学長  大橋 謙策 

※ 社会福祉法人の地域に対する社会貢献への取り組み報告 

※ 施設法人から社協、また社協から施設法人に期待すること、また活動上の障壁など 

※ 法人の社会貢献活動についての意見交換 

 



１６：１５～１７：００ 総括講演 

             講師 富山県福祉カレッジ 学長  大橋 謙策 

                  （公益社団法人テクノエイド協会 理事長東北福祉大学大学院 教授） 

 

 

 

 

≪講師紹介≫ 

 

大 橋 謙 策 （おおはし けんさく） 

   富山県福祉カレッジ学長（元 日本社会事業大学学長） 

 

 

１ 主な役職及び経歴 
 

富山県福祉カレッジ学長 
公益財団法人テクノエイド協会理事長（平成２３年７月～） 
東北福祉大学大学院教授（平成２６年４月～） 
日本福祉大学・淑徳大学客員教授（平成２３年４月～） 
一般財団法人ユニットケア推進センター副会長（平成 26年 6 月～） 
特定非営利活動法人日本地域福祉研究所理事長（平成 12年 1 月～） 
一般社団法人全国社会教育委員連合会会長（平成 15 年 5月～） 
一般財団法人社会福祉研究所理事長（平成 22年 6 月～） 
富山県福祉推進顧問（平成 24 年 11 月～） 

 
 
 
２ 主な著書等 
 
『地域福祉の展開と福祉教育』単著：全国社会福祉協議会、1986 年 
『福祉教育の理論と展開』共編著：光生館、1987 年 
『地域福祉計画策定の視点と実践』編著：第一法規、1996 年 
『介護保険と地域福祉実践』共編著：東洋堂企画出版社、1999 年 
『コミュニティソーシャルワークと自己実現サービス』共編著：万葉舎、2000 年                                                                  
『21 世紀型トータルケアシステムの創造』共編著：万葉舎、2002 年 
『福祉 21ビーナスプランの挑戦』共編著：中央法規出版、2003 年 
『日本のソーシャルワーク研究・教育・実践の 60 年』編集代表：相川書房、2007 年 
『地域福祉の新たな展開とコミュニティソーシャルワーク』単著：社会保険研究所、2010
年・日本社会事業大学ブックレット・シリーズ第１巻 

『ケアとコミュニティ』編著：ミネルヴァ書房、2014 年 
『地域包括ケアの実践と展望』共編著、中央法規出版、2014 年 
『コミュニティソーシャルワークの理論と実践』共著、中央法規出版、2015 年 
『コミュニティソーシャルワークの新たな展開―理論と先進事例』編著、中央法規出版 
 2019 

 

 


